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品目別データでみる消費者物価動向 
－食料品価格の上昇一服で 25年末にかけて物価上昇率は鈍化する見込み－ 

 
 

➢ エネルギー品目の価格下落が物価上昇を抑制している。原油価格の下落もさることな

がら、ガソリンの定額補助金の影響が大きい。 

➢ 一方、食料品は物価上昇に大きく寄与している。生鮮食品を除く食料の上昇分のうち、

５割弱がコメおよびコメを使用した食料品によるものである。 

➢ コメの店頭販売価格は、６月以降下落傾向にある。食料（生鮮食品を除く）の物価押上

げ圧力が弱まることに加え、エネルギー品目が物価の押下げ要因に転じることで、コア

ＣＰＩの上昇率は 25年末には２％台半ばまで鈍化する見通しである。                                                                                                                

 

１．エネルギー品目が物価上昇の抑制に寄与 

 25年７月の全国消費者物価指数は、変動の大きい生鮮食品を除く総合（コアＣＰＩ）が

111.6となり、前年同月比では 3.1％上昇した。８か月連続で３％を超える伸びとなったが、

５月の 3.7％をピークに上昇ペースは鈍化している。 

 コアＣＰＩの伸びを抑制したのは、ガソリンや電力・都市ガスなどのエネルギー品目の

下落である（図表１）。エネルギーは 24年４月以降、前年比で上昇が続いてきたが、７月

には 0.3％の下落に転じた。原油価格が下落傾向にあることに加え、25 年５月からはガソ

リン価格を抑制する目的で１リットルあたり最大 10円の定額補助金の支給が始まり、ガソ

リン価格が大幅に下落したためである。 

 

２．コメ関連の食料品が物価上昇に大きく寄与 

 一方、食料品物価は上昇が続いて

おり、昨年度以降、物価押上げの主

因となっている。生鮮食品を除く食

料の物価上昇率は、24年７月には前

年同月比 2.6％まで鈍化したが、25

年７月は 8.3％まで伸びが加速して

いる。とりわけ、コメ類の値上りが

顕著である（図表２）。コメ類の前

年比上昇率は 24 年春頃まで５～

９％程度で推移していたが、24年６

月には 12.3％の上昇と２ケタの伸

びとなり、25 年５月には 101.7％の

（図表１）コア消費者物価の前年比上昇率と主要品目の寄与度 
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上昇と２倍に値上りした。 

 足元、生鮮食品を除く食料の物価上昇分のうち、５割弱がコメの値上りによるものとな

っている。食料品（生鮮食品を除く）物価に対する押上げの程度を確認すると、コメの寄

与率は 24 年６月の時点で 10.1％であったが、同年９月以降は 30％を超えている。また、

おにぎりや弁当などコメを原材料とした加工食品、牛丼やすしといった外食にも価格高騰

の影響が波及しており、これらコメを用いた食料品1の寄与率も 10～15％で推移している。 

 

３．先行きコアＣＰＩの上昇率は鈍化すると予測 

 25 年７月の食料（生鮮食品を除く）の物価上昇率も 8.3％と高い伸びが続いているが、

コメ価格の上昇に歯止めがかかったことで、この先は上昇ペースが鈍化していくとみられ

る。農林水産省が８月 25日に公表したデータによると、25年８月 11日の週のコメの平均

価格は５kg あたり 3,804 円と前週比では上昇したものの、4,000 円を超えていた今春に比

べると、落ち着いた動きになっている（図表３）。 

 消費者物価指数の調査対象となっているコメ類は銘柄米のみであり、政府が放出した備

蓄米は対象に含まれていない。政府備蓄米の放出でコメの価格高騰には歯止めがかかった

が、好調なインバウンドを背景に外食需要が旺盛なため、コメ価格が従前の水準まで値下

がりする可能性は低いだろう。ただ、コメ価格は昨年秋から今春にかけて急騰したことか

ら、高値水準が続いたとしても前年比でみた上昇率は鈍化し、食料品に対する物価上昇圧

力も徐々に弱まってくると予想される。 

また、ガソリン税に上乗せされている旧暫定税率（25.1円）が廃止される見通しで、エ

ネルギー品目も物価を押し下げる要因になる。消費者物価指数（生鮮食品を除く総合、コ

アＣＰＩ）の前年比上昇率は、25年末には２％台半ばまで鈍化すると予想される。 

 

 
1 コメを用いた食料品として、もち、だいふく餅、せんべい、すし（弁当）、弁当、おにぎり、冷凍米飯、無菌包装米飯、すし（外

食）、天丼（外食）、カレーライス（外食）、牛丼（外食）、豚カツ定食（外食）、しょうが焼き定食（外食）の 14 品目を選択 

（図表２）生鮮食品を除く食料の前年比と寄与度 

 
  （備考）総務省資料より作成 

 

（図表３）コメの店頭販売価格（５kgあたり）の推移 

 
  （備考）農林水産省資料より作成 
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